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北大水産嚢報
36(4)， 231-248. 1985 

ピブリオ病原因菌の分類学的研究 11

数値分類法による検討

田島研一九絵面良男事・木村喬久*

Studies on the Taxonomy of Causative Organisms of Fish Vibriosis-II 

Examination of the representative strains by means 

of numerical taxonomy 

Kenichi TAJIMA *， Yoshio EZURA車 andTakahisa KIMURA * 

Abstract 

To clarify the relationship amongも，hestrains identified副 beinginぬ.egenus Vib巾 in
a prevlOus repo此 (Tajimaet al.， 1985)， numericalもaxonomy官邸 carriedout on 103 strains 
consi直tingof 74 repr，田enta七ivestrains out of 219 isola七esfrom fish affec加dby vibriosis and 
29 reference strains. 
Eighty-nine of 103 strains used were classified inωfive taxons (phenon I-V) with mean 
similariti倒 ofmore than 85%. Phenon 1 was comprised of 64 strains identified as V. 
側伊tilla叩 maccordingもoBergey's m副lUalin previous report (Tajima et al.， 1985)， and w剖
furもherclassified into five subgroups with similari七iesof moreもhan90%. Phenon 11 
contained 16 Vibrio sp.， all of which were isolaωd from salmonid蹴 rearedin fr部hwater儲
mentioned in a previous report (Tajima e七al.， 1985). In七hisphenon七wosもrainsof V. 
ordalii，品目inMSC・275and strain V -1669， were included. Phenons 111 and IV consisted of 
two reference strains of V.間 etschnikuviiand five of V. parahae問。lyt似tSrespectively. 
Phenon V contained two s回 inswhich isolated from the anchovy (Engraulis j旬開問)and 
七heyellowもail(Seriola併問伊eradiol，α). Four闘 nsingle member-clusぬrsbelongedωother 
species and genera. From ∞mparison of mean similariもyvalues between each phenon， 
phenon 1 had a similari七，yof 69%ωphenon 111， but similaritiesωphenons II，IV， and V 
were lower. Phenon 11 had relatively low similarities when compared with all other phenons 
and only a 57% simirality七ophenon 1. 

緒 言

前報(田島ら， 1985)においてピブリオ病原因菌として国内で分離された菌株を Bergey'sm品nu晶1

8七hed.に従って同定を行った結果，V.側伊tillarumをはじめ，V.a吋uillarum近縁菌，V. para-

加仰ωlytimω類似菌等多くの菌種にまたがることが推察された。そこで本報ではそれぞれの菌群

について類縁関係をより明らかにするために，前述の圏内分離株から代表株を選び，V. an伊tilla-

rum他，Vibrio属細菌等の対照菌株を加えて，さらに多くの性状を詳細に調べ， Sn抽出(1957b)の

方法に準処して数値分類を行ない，分類学上の類縁関係の解明を試みた。

* 北海道大学水産学部微生物学講座
(Lab町αtory01 Microbioゐgy，F，即叫lty01 Fishe巾s，Hokkαido UnIlフersityHokodate， 041，Jap側・)
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実 験 方 法

1. 供試菌株

前報(田島ら， 1985)で供試したビブリオ病原因菌圏内分離株 219株から可能な限り由来の異な

る菌株 74株 (Table1)を選び，前報(田島ら， 1985)で供試したものと同ーの対照菌 29株 (T油le

2)を加えた計103株を供試した。

2. 形態学的，生物学的および生化学的性状検査

前報(田島ら， 1985)において実施した形態学的，生物学的および生化学的検査性状に加えて以

下の性状を，主として培地学各論 (1)(坂崎 1967)を参照して検査した。また各種検査のための基

礎培地，検査用培地の食塩濃度および培養温度は前報(田島ら， 1985)同様である。

1) 集落の性状

基礎平板培地で4日間養後，発生集落についてその大きさ，形状および辺縁の形態を肉眼的に
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田島ら. ビブリオ病原因菌の分類学的研究一11

Table 2. Reference sも，rainsemployed 
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観察した。

2) 細胞形態

細胞の長さ・幅・形状および配列について顕微鏡下で観察した。

3) カタラーゼ

11 

基礎培地斜面に培養後，集落上に3%過酸化水素水を適当量注加して，ガスの発生の有無を観
察した。

4) 抗菌性物質感受性試験

基礎培地平板上に供試菌を塗抹後，培地面にペニシリン (20I.U.)，クロラムフヱニコール (100

μg)，テトラサイクリン (200μg)およびポリミキシン B(l00I.U.)の各濃度のディスク(昭和薬品

化工)を置き， 48時間培養後ディスク周囲の発育阻止帯の有無により判定した。
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5) ブタンジオール脱水素反応

ベプトン0.5%，酵母エキス 0.5%，リン酸2水素カリウム 0.5%および2.3ブチレングリコー

ル0.5%の組成の培地に供試菌を接種し，48時間培養後，Barrit法によりアセトイン産生の有無を

観察した。

6) ブタンジオール産生

0.5%の割合にリン酸1水素カリウムを加えた基礎液体培地に，別に滅菌した 15%グルコース

溶液を最終濃度1.5%となるように加えた培地で72時間培養後， 2-3%過ヨウ素酸， piperasine 

溶液と 4%sodium nitroprusside溶液を添加して 2分間以内に明らかな緑色を呈したものを陽性

と判定した。

7) グルコン酸酸化
Shaw and Clackの培地に72時間培養後， Benedict試薬により 2-ケトクソレコン酸産生の有無を

観察した。

8) エスクリンの水解

基礎液体培地に0.1%になるようにエスグリンを加えた培地に4日間培養後，7%塩化第2鉄溶

液を添加して濃い褐色沈澱が生じたものを陽性と判定した。

9) キチン分解

Benton法(柳沢 1964)により泥状にしたキチンを約1%の割合に加えた基礎培地平板に4日間

培養後，集落周囲の透明帯の有無により判定した。

10) ツィーン 20の分解

ツィーン 20を1%になるように加えた基礎培地平板に4日間培養後，分解による集落周囲の不

溶性olea加の沈着の有無により判定した。

11) ゼラチンの水解

ゼラチンを0.4%の割合に加えた基礎培地平板で72時間培養後，15%塩酸酸性昇末水を注加し

て集落周囲の透明帯の有無により判定した。

12) アルギン酸の分解

アルギン酸ソーダを0.5%の割合に加えた基礎培地平板に4日間培養後， 70%エタノールを注

加して集落周囲の透明帯の有無により判定した。

13) 寒天の分解

基礎平板培地に 14日間培養後，集落下の陥没溶解部の有無により判定した。

14) セルロースの分解

基礎液体培地に3-4%の割合にcarbox戸田山ylcelluloseを加えた培地で 14日培養し，液化の

有無により判定した。

15) 硝酸塩の還元

硝酸カリ加ペプトン水に4日間培養後， 2-naph七hylamine酢酸液およびsulphanilicωid酢酸溶

液により亜硝酸の検出を行った。

16) 亜硝酸塩の還元

ベプトン水に0.05%の割合に亜硝酸カリを加えた培地で4日間培養後，上記(15)の試薬により

残存亜硝酸塩の検出を行なった。

17) トリメチルアミンオキシド (TMAO)の還元

W ood an Bairdの改変培地を用い4日間培養後， Wood品ndBairdの方法によって TMAを検

出した。

18) アンモニア産生

ベプトン水に4日間培養後， Nessler試薬により生成アンモエアの検出を行なった。
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19) リトマスミルク

リトマスミルク培地で 14日間培養し，その聞における培地の変化を観察した。

20) ウレアーゼ

Christensenの培地に供試菌を多量に接種し， 2時間， 4時間， 12-18時間後に観察し，なお陰

性のものは4日間培養を続け，培地のアルカリ化を観察した。

21) ホスファターゼ

基礎固型培地 100mliこ1% phenolphthalene diphospha切水溶液 1mlを加えて平板とし，これ

に画線培養した菌の発育が認められた後，平板面にアンモニア蒸気をかけ，遊離フェノールフタ

レンを発色させて判定した。

22) 発育温度

前報(田島ら， 1985)で記載した温度に加え， O'C， 5'C， 25'Cおよび30'Cでの発育の有無を観察

しTこ。

23) 食塩耐性

前報(田島ら， 1985)で記載した食塩濃度に加え， 0.5%および5%の割合に食塩を加えたベプト

ン水でそれぞれ7日間培養後，発育の有無を観察した。

24) BTBティポール寒天培地で、の発育

BTBティボール寒天培地(日水製薬)平板上での発育の有無と集落の色調を観察した。

25) マツコンキー寒天培地での発育

マツコンキー寒天培地(栄研化学)平板上での発育の有無と集落の色調の観察を行なった。

26) 炭水化物からの酸産生

前報(田島ら， 1985)で記載の炭水化物に加え Difco-OF基礎培地でのラクトース， ソルビトー

ル， トレハロース，マルトース，ガラクトース， フラクトース， リボースおよびキシロースから

の酸の産生をみた。

27) 海水主要無機塩の要求性

日高 (1964)の方法に準拠し，発育に対する無機塩の要求性を調べ， MHT3型の型別を行なっ

た。

28) 色素産生能

基礎斜面培地で培養後，水溶性ならびに非水溶性色素産生の有無を観察した。

29) KCN試験

0.5%の割合に KCNを加えた Edwardsand Fifeの培地に供試菌を接種後，ゴム栓を施し， 4日

間培養後，発育の有無を観察した。

30) 蛍光色素の産生

基礎斜面培地で4日間培養し，その間暗室中紫外線(365nm)下で蛍光色素産生能を観察した。

31) 炭素源としてのグルコースの利用試験

Simmonsの培地を改変し，クエン酸ナトリウムの代りに同量のグルコースを加えた培地におけ

る発育の有無を観察した。

32) 窒素源としてのカザミノ酸の利用

ビタミン不含カザミン酸を 1%の割合に添加した 1%食塩溶液における発育の有無を観察し

Tこ。

33) 炭素源としての基質利用性

Simmonsの培地を改変した，リン酸2水素アンモニウム 0.1%，リン酸1水素カリウム 0.1%，硫

酸マグネシウム 0.02%，食塩1.0%および寒天1.5%(pH 7.4)の組成の培地にそれぞれDーキシ

ロース(和光純薬)， Dーリボースい)， D-アラビノース(か)，グルコースい)，フラクトース(汐)，
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ガラクトース(グ)，マルトース(か)，シュクロース(グ)，マニトーノレ(か)，トレハロース(か)，ソ

ルビトール(か)，ラクトース(か)，イノシトール(か)，サリシン(グ)，マンノース(グ)，ヒ。ルビン

酸(か)，フマーノレ酸い)，乳酸い)，酢酸ナトリウム(か)，マロン酸ナトリウム(グ)，コハク酸ナ

トリウム(か)，クソレコン酸カリウム(か)，グリセロール(グ)，デンプン(グ)，n・セタン(半井化学)，

Lーグリシン(和光純薬)， L-トリプトファン(か)， L-プロリン(グ)， Lーロイシン(か)， L-アルギニ

ン(か)， Lヒスチジン(か)およびLーグルタミン酸(か)を0.1%また DL-3-オキシーn-酪酸(和光純

薬)， DL-スレオニン(か)， DL-フェニノレアラニン(か)， DL-アスパラギン(か)， DL-セリン(グ)お

よびDL-a-アラニン(11 )を0.2%，また安息、香酸(和光純薬)， p-オキシ安息香酸(I! )およびフェ

ノーノレ(か)を 0.01%になるように添加した平板培地に， 1/6濃度人工海水に懸濁し， 20
0

Cに一夜

放置した供試菌をレプリカ法により接種し， 7日間培養後，発育の有無を観察してそれぞれの基質

利用性の有無を判定した。

3. 数値分類法

供試菌 103株について，前報(田島ら， 1985)において実施した検査項目を加えた計 162項目の

検査結果について， Snea七h(1957 b)の式ににより 2菌株聞の相似度 (Similarityvalue， S値)を計

算し，それを%で示した。

S value似)=石弘(iXl伺

Ns: 両菌株とも陽性の結果を示す項目数

Nd: 両菌株間で異なる結果を示す項目数

この S値を基に，いわゆる相似度マトリックス(Similaritymatrix)を作製し，マトリックス内で

平均S値が80%以上を示す菌株群を phenonとし，各phenon内および各phenon聞の S値の平

均を求め， phenon聞の関係を検討した。さらにS値90%を基準として phenon内を細群別し，そ

れらについても相互の関係を比較した。

結果および考察

園内分離ピブリオ病原因菌74株ならびに対照菌29株，総計 103株の供試菌の性状検査結果に

ついて数値分類宅ど行なった。まず平均S値を求めて菌株の配列を決定し， s値マトリックスを作
製した (Fig.l)。また単純連結法により成群操作を行ないそれを樹状図に示したのがFig.2であ

る。 Fig.lおよびFig.2にみられるように供試菌 103株中 89株は平均S値80%以上でphenon1 

-Vの5群に群別された。
phenon 1に包含された 64株は，前報(田島ら， 1985)でBergey'smanual 8七hed.に基づく同定

結果から V.側伊lillarumと同定された菌株で，これらは V.anguillarum標準株・対照株 12株お

よびビブリオ病由来圏内分離株52株から構成され V.anguillarumからなる groupであることが

確認された。 phenon IIは対照菌NOAA V-1669およびMSC-275を含む淡水サケ科魚類由来の

Vibrio sp. 16株， phenon IIIは対照菌 V.metschni，恥吋および V.tyrogenesの2株， phenon IVは

対照菌の V.para加e明olyticus4株と V.alginolyti，ωs 1株の計5株，さらにphenonV はカタクチ

イワシおよびハマチ由来の2株から構成された。群を形成し得なかった 14株中6株は園内分離株

で，前報(田島ら， 1985)の同定結果では 1株が V.an卯illarum類似菌， 4株は V.anguillarumと

関連性のない Vibriospp， 1株はAero間側ω としたものであり，アユおよび海産魚由来のもので
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Phenon 1 

図曲 1佃%

図曲一割

口〈市

Fig. 1. Diagramatic representa七ionof S-value of 103 sもrainsemployed. 

あった。また他の 8株はビブリオ病魚由来以外の対照菌株であった。なお各phenonおよび群非形

成菌株の性状を Table3に示した。

次に5つの phenon間の関係を知るためにphenon内およびphenon聞の平均S値を，群を形成

しなかった 14株をも含めて Tめle4に示した。各phenonとも phenon内では84%以上のS値を

示しそれぞれの phenonは明らかに近縁の菌株から構成されていることが分った。 phenon聞の関

係についてみると，V.側伊iU，日刊聞で構成される phenon1はphenonIIIとの間でS値69%と僅

かに高い値を示すが，他の phenonとの問ではS値はさらに低いものであった。 phenonIIは他の

phenonとの関連性が少なく， phenon 1との間でも 57%にすぎなかった。一方phenonIVと

phenon Vとの間でのS値が76%と比較的高い値を示した。このことはphenonVの2株は前報

(田島ら， 1985)で述べたように畑井ら(1975)がハマチから分離した V.para加emolyt的必に近似の

性状を示した菌株であることを考えると当然、のことと思われる。また群を形成しなかった 14菌株

と各phenonとの関連性においては，前報(田島ら， 1985)で V.側 g叫lla仰 m類似株と考えられた

V-178株が当然のことながら phenon1と70%と比較的高い値を示した。他のV-13株はphenon

IIIと72%，V-233株はphenonVと70%のS値を示した。他の菌株には高いS値を示すphenon

は認められなかった。ビブリオ病魚由来以外の対照菌と各phenonでは，B.ωmpbelliiがphenon

1， IIIおよびVと70%近いS値を示し，また A.proteolytica， L. harveyiおよびA.hydrophilaが

phenon IVとそれぞれ77%，76%および73%と比較的高いS値を，さらに L.harveyiはphenon
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Fig. 2. Dendrogram based on average linkage of 103 sもrainsemployed. 

Vとも 76%の比較的高いS値を示した。他の菌株については特に相互に高いS値を示すものはみ

られず，各 phenonとの類縁関係は低いものと思われる。なお対照菌株間ではB.campbelliiとv.
fischeriが75%のS値を，またAhydrophiZaとAp切ncωtaとは当然のことながら S値80%と高

い値を示した。
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Table 3. Chara瓜eristicsof the strains in eaιh phenon and七，hestrains not forming phenon 

回口自己 p

君"zibiLi;JロgZE h 会会

N o. of 5train5 64 16 5 2 1. 1 

Gr副n5もain 一一一一一一一一一一一一一一
Motillもy + + + + + + + + + + + + + + + + + + + 
Oxid幽e + + + + + + + + + + + + + + + +一+ + 
Catal酪e + + + + + + + + + + + + + + + + + + + 
Indole production +ー+ d + + +ー+ + +ー+ー+ + +一一
H ydrogen 8ul員de 一一一+十 一一一++ー+ー+ + +ー
Gelatin liquef:叫 tion + d + + + + + 一+ー+ + 
VPreacもion +ー+一一 一一十 一一一++一一一一一
MR胞8t +ー+ + + + +ー+ + + + + + + + + + + 。/129 sensitiviもy + + + d + + ー+ + + + +一一一一+ + 
Novobi凹 m " + + + + + + + + + + + + + + + + + 
PenicilJin " + d +一一 + +ー+ー+一一一一一一一
Chlora皿phenicol " + + + + + + + + + + + + + + + + + + + 
Tetr回'ycline " + + + + + + + +ー++ + + + + + + + + 
Poly皿皿inB 汐 d - + + + + +ー++ー+ + + + + + + + 
But町田diolproduction + d 一一 一一+一一+ー+ー+一一一一

" dehydrogen幽@ + d + d + + + + + + + + 
GJuconate oxid叫.]on + - d d ー - + +一一一一+ー+一一一一
Gel叫m hydrolysis + + + + + + + + + + + + + + + +ー+ + 
S回目h 巧P +ー+ + + + +ー+ + + + + + + + + +ー
Esculin グ + 十一++ + +ー
Ch叫m 必F d + + + d + ー+ + +ー+一一+
C幽ein " + + + + + + + + + + + + + + + + + 
Tween 20 " + + + + + +ー+ + + + + + + + + + + + 
Tw，偶n80 バア +ー+ + + + +一一+ + + + + +一一+
Algina回 " 
Agar 汐

Cellul佃 e " d 一一一一+
Citra胞 CSim皿on8.) + - d + + + + + +一一+ + + +一一一一
Nitra胎 reducもion + d ー+ + + + + + + + + + + + + + + + 
Nitrite " 一一一+ + 一一+ + + +一一+ + + +一一
TMAO 必ア d d + + + +ー+ + + + + + + + + + + 
Am皿oniaproduction 一一一+ー+一一一一一一一
Li岡田即IkCpep加n田) + + d +ー + + + + 
Ure幽@ - d + +一一一一一一一 +ー
Ph05phatase ー+ + 一一+ + + + +ー+ + + + + 
He皿0lY8is +ー+一一 + +一一一一++ー++一一一
MHT type H H H H H H H T H H M H H H T T T H H 

KCN， growth in 一一一+ー 一一+一一一一+ー+一一一一
Arginine dec町boxyl嗣e + d 一一一+ー+ + 一+
LY8ine decarboxyl掛 e 一+ + + +ー+ + + + +一一一+ + 
Ornithine d田町'boxyl幽e + d 一一++一一一+ +一一
Luminescen田 + + 
Fluo四回en四

Pigment C insol.) 

Pig皿en也(501.)
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Table 3. continued 

H ロ 自民 p

富ヨii廷は1 国交品品‘ a島

N o. of strains 64 16 2 5 2 

Growth a七 。℃ d + 
5"C + d +一一 一+一 一一一一++一一
15"C + + + + + + + + + + + + + + + + + + + 
25"C + + + + + + + + + + + + + + + + + + + 
3O.C + + + + + + + + + +ー+ + + + + + - + 
37.C +一+ + + 一++一一 + + + + + + + 
42"C + +ー + + - +ー+ + + 

Growth in 。%NaCI - - - - d + +ー 一++ + 
0.5% 。 + + + + + + + + + + +ー+ + + + + + 
5 % 1/ + + + + + - + + + +ー+ + +一一+ + 
7 % グ - - d + d - +一一 + + + + 
10 % 1/ - - - d ー 一一 一一+ 一一一一

BTB胞epolaga.r + d + + + + + + + + + + + + + + + 
MooConky aga.r - +一一一一一 一一+ー
Acid from町abinose + 

lootose 一一 d 一一 一+ー 一一一 + + 
皿叩nitol + + + + + + + + + + + + + + + + 
sorbi加l +一+ 十一+ 一+ー+
sucrose + + + d + + + + + + + 
inositol 一+ 一+一一 一一一一
salicin - d 一一 d + + + 一++ 
色問，halose +ー+ + + + + + +ー+ + + + + + 
mannose + d + + + +一+ + + + + + + + + +一一
皿a.lもose + +ー+ + + + + + +ー+ + + + + + + + 
ga.loo切開 + + + + + + + + + + + + - + + + + + + 
fructose + + d + + +ー+ + + + + + + + + + + + 
ribose + + + + + + + + + + + + + + + + + + + 
xylo田 一一一一一 一一一一一一一一一一一一一一

OF t咽t F F F F F FFFFFFFFFFFFFO  
G幽 fromglucose 一一一一一 一一一 一一一 + + +一一
Utilization of 
xylose + 
ribose + + + 
田'abin田e

glu∞se d + + + 
fru叫ose 一+ + 一+
ga.loo柏田 d + + + 一++ + 
malto田 + + + + + + + + + 
sucrose d d + + + + - + +ー+
皿岨nitol + + + + +ー+ + 
trehal田e d - + +ー + 
sorbi加l 一+ + + 
100旬開 + 
m倒i加1
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次に各 phenon聞の相違性状を Table5に示した。 V.anguillarumで構成される phenonI~.こ対

する他phenonとの相違性状としては， phenon IIとは主にインドール産生，アルギニンのアルカ

リ化反応およびツィーン 80の分解，ソルビトールからの酸産生等の性状で， phenon IIIとはリジ

ンの脱炭酸試験，アルギニンのアルカリ化反応および42
0

Cでの発育で， phenonIVとは IIIとの

相違性状に加えてオルニチンの脱炭酸試験， 5
0

Cでの発育およびKCN試験の性状で，さらに
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Table 4. Intra-and inter-phenon mean similarities among each phenon and the strains not forming 

phenon 
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57 29 46 77 63 39 53 49 100 

57 42 53 76 76 50 64 62 56 1∞ 
60 33 53 73 63 55 56 59 65 61 1∞ 
o 00 ~ 00 60 ~ M M 00 64 ~1∞ 
H ~ s ~ M M M ro W H M Ml∞ 
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51 50 53 42 49 50 63 50 36 57 37 35 25 51 53 28 55 100 

~ a H o M H M 55 ~ 50 s ~ M M ∞26 49 48 1∞ 

5 2 16 64 

V-178 

B. campbellii 

V-13 

A.p開伽lytica

L. haroeyi 

A. hyd叩 hila

A.puncωta 
V-25 

V-288 

V-233 

E.ωli 
V.fisc1wti 

P. mandapame附随

V-141 

N o. of strains 

I 

11 

III 

IV 

V 

phenon 

phenon Vとはリジン・オルニチンの脱炭酸試験および50Cでの発育等の性状で明らかに区別し得

た。また他の phenon間も Table5に示した性状で明確に区別し得た。

次に phenon1の構成菌株についてさらに詳細に検討するために平均S値 90%以上で細区分を

試み， Table6に示した。 phenon1はl-a(15株)， I-b (NCMB 6， NCMB 828およびNCMB829を

含む 14株)， I-c (NCMB 571を含む 11株)， I-d (10株)およびI-e(外国分離対照菌3株)の 5つの

subgroup iこ細分された.V. ichthyodermis標準株NCMB407を含む残りの 9株はどの subgroupに

も包含されなかった (Fig.2)。これら subgroupについて subgroup内およびsubgroup聞の関係を

みると各subgroup内では 92%以上のS値を示し，より近縁な菌群で構成されていることが窺わ

れた.また各 subgroup聞については I-a，I-b， I-cの3者聞はほぼ同レベルの関係にあるが， I-dも

I-bとI-cに近く， I-eはI-aに84%のS値を示したが， I-dとI-eの間では 62%と関連性が低かっ
た。

次に供試菌のうち対照菌株を除く国内分離 74株について各phenonおよびsubgroupに群別さ

れた菌株の由来魚種別について整理すると Table7に示す通りである。ビブリオ病原因菌国内分

離株で構成される phenonはphenon1， IIおよびVで， subgroupではphenon1のI-a，I-b， I-cお

よびI-dである。なお I-eに属す菌株はすべて国外分離の対照株で，ここでは除外した。同表に明

らかな様に phenon1は淡水飼育のサケ科;魚類を除く多くの魚種から分離されており，その中で
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Table 5. Differential charac旬riticsof phenons 1-V 

phenon I 11 III IV V 

No. of strains 64 16 2 5 2 

Indol produc七lOn 63/64・ + + + 
Lysine decarboxylase + + + 
Arginine deca油oxylase 57/64 

Ornithine decarboxylase + + 
Tween 80 hydrolysis 45/64 + + + 
Nitrite reduction + + 
Acid from 

moslも01 5/64 + 
sorbitol 61/64 + 

Growth a七 5'C + 10/16 
42'C + + 

Grow七hin 7% NaCI 1/64 1/2 + 
KCN， growth in + + 

•. No. of positive s七rains/No.of s七rains

Table 6. In叫ra-and in七er-subgroupmean similarities in phenon I 

Subgroup I-a I-b I-c I-d I-e 

No. of sもrams 15 14 11 10 3 

I-a 94 

I-b 88 94 

I-c 87 87 94 

I-d 76 85 84 92 

I-e 84 73 78 62 92 

I-aのアユの 1株を除くとギンマス，モジャコおよびハマチ等海産魚由来株が構成の主体をなし

た。 I-bおよびI-dはアユ由来の菌株でのみ構成されており，これら各菌株の由来するアユの飼育

環境(淡水・海水)についてみると，淡水飼育魚由来の菌株が多い傾向がみられた.I-c はアユ，ウ

ナギおよびハマチ由来株で構成されていた。またphenonIIはニジマス，ヤマベおよびアマゴ等

すべて淡水飼育のサケ科魚類由来株であったが， phenonVはモジャコおよびカタクチイワシ等の

海産魚由来の菌株であった。

ところで前報(田島ら， 1985)において国内分離株で V.an卯illarumあるいは V.an伊illarum

類似菌と同定された菌株との関連性について数値分類の結果を基に整理したのがTable8であ

る。 phenon1の52株の構成をみると，V. an伊illarumと同定されたものが31株，V.側伊illa仰 m

類似菌としたものが21株で，さらにsubgroupにおける両者の分布をみると，V. an伊tillarum類

似菌はsubgroupI-cおよびI-diこ多く含まれる傾向がみられるものの I-aおよびI-bにも含まれ，

一方 V.側伊dllarumとしたものはI-cおよびI-dにも多数含まれた。すなわち前報(田島ら， 1985) 

において Bergey'smanual 8もhed.記載の V.an伊tillarumとの性状の比較において，若干の性状
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Table 7. Origine ofもheisolat剖 classifiedωphenon1， 11 and V 
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の相違から V.angωllarumとV.anguillarum類似菌に群別したが，本報の数値分類においては
両菌群は分別されないことから，類似菌とした菌群は V.anguilla仰隅に包含され得るものと考え

る。ただ前報(田島ら， 1985)において V.an伊tillarum類似菌とした V-178株については， 5.C， 37.C 

での発育，アルギ、ニンのアルカリ化反応等9種の性状検査結果でphenon1. V. anguillarumと相

違したことから数値分類ではphenon1 に包含されなかったが，前述した様に群を形成しなかった

菌株の中ではphenon1に対しS値 70%と比較的高い値を示した。

Harrellら(1976)や Schieweら(1977)はサケ科のビブリオ病魚由来株について血清学的および

DNA相向性 (DNA-DNA homology)の検討から，従来の V.an仰illarum，すなわち著者らの

phenon 1 ~こ相当する菌群ならびにこれらと一般性状， DNA相向性等で若干異なるが血清学的に

は一致する菌群(著者らの phenonII に相当)に2分し，前者を V.an伊illarumbioも.ype1とし，後

者を bioも.ype2とすることを提案した。 Schieweら(1981)はさらにplωmidDNA による DNA相

向性からも両者の違いを報告した。そして同年Schieweら(1981)は V.anguillarum biotype 2を

V. ordaliiなる新種として提案している。この両者の関係は Fig.1およびFig.2にみられるよう
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Table 9. Comparison of charac七eristicsof phenon I (V. 
αnguillα問問)and phenon 11 (Vib九osp.) 
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H : Halophilic type 
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に，本報の数値分類の結果においても両者は明らかに独立した群を形成し，両菌群は Schieweら

(1981)の提案のように別種とも思われる。そこで、両菌群の関連性についてさらに著者らの検査性

状から検討を試みた。 Table9にphenon1 (64株)およびphenonII (16株)の主なる性状を示し

た。両菌群は，ツィーン 80の分解，デンプンの分解，インドール産生， VP反応，クエン酸塩の

利用， 2， 3-ブタンジオールの産生およびアルギニンのアルカリ化反応等の性状で相違した。ここ

で注目すべき点は両菌群のこれら相違性状はすべて phenon1が陽性で， phenon IIが陰性を示す

ことであり， phenon IIはphenon1の変異株か，あるいはプラスミッドの関与した変化とも考え

られる。従って Schieweら(1981)の提案を肯定するためにはさらに検討が必要と思われる。なお

前述の V.angl品llarumbiotype 1およびbiotype2はBergey'sManual of Sys総maもicBacteriology 

vol. 1 (1984)では V.an伊illarumbiovar 1およびbiovarIIとして記載されている。

要 約

前報(田島ら， 1985)の結果に基づいて，ビブリオ病原因菌圏内分離株219株から可能な限り由

来の異なる菌株 74株を選び，これに対照菌株 29株を加え数値分類を試み，以下の結果を得た。

1 供試菌 103株中 89株はS値 80%以上で phenonI-Vの5群に群別され， phenon 1はさら

にS値 90%以上で I-a-I-eの5群に細群別された。

2. phenon 1は前報(田島ら， 1985)の分類で V.側伊lillarumV.こ同定された 64株からなり，

phenon IIは淡水飼育のサケ科魚類由来の 16株， phenon IIIは対照株の V.metschnikoviiとV.

tyrogenesの2株， phenon IVは対照株の V.parahaemolytimωとV.叫がnoly抑制の 5株， phenon 

Vはカタクチイワシ，ハマチ由来の 2株から形成された。群を形成しない 14株中6株はアユおよ

び海産魚由来のものであり， 8株はビブリオ病魚以外の対照株であった。
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